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ＪＲ連合結成25年 政策課題
と組織課題のさらなる前進
を図り、これからも安全で
信頼されるＪＲを築こう！

JR連合

JR連合

小選挙区での当選を果たし花束を受け取る岸本周平氏（上左）
比例当選を果たすも激戦を振り返り気を引き締める小川淳也氏
（上右）台風避難所を周り選挙事務所に駆けつけ祝福を受ける
泉健太氏（下）

前参議院議員・議員懇所属の広田一氏（左から二人目）
も衆議院で国政返り咲き

　

選
挙
戦
は
、
戦
後
初
め
て
と

な
る
安
倍
晋
三
総
理
の
所
信
表

明
演
説
の
な
い
ま
ま
「
沈
黙
の

解
散
」
で
幕
を
開
け
た
。
「
国

難
突
破
解
散
」
と
位
置
付
け
た

が
、
８
月
に
発
足
し
た
改
造
内

閣
は
国
会
で
何
も
行
う
こ
と
な

く
、
北
朝
鮮
情
勢
の
問
題
へ
の

対
応
や
私
た
ち
働
く
者
の
た
め

の
労
働
関
連
法
制
の
審
議
な
ど

が
置
き
去
り
に
さ
れ
た
格
好
と

な
っ
た
。

　

一
方
、
野
党
に
お
い
て
は
、

民
進
党
を
離
脱
し
た
一
部
の
議

員
な
ど
を
中
心
に
小
池
百
合
子

都
知
事
を
代
表
と
す
る
「
希
望

の
党
」
が
結
党
さ
れ
、
そ
れ
に

合
流
す
る
形
で
民
進
党
が
事
実

上
解
党
す
る
こ
と
と
な
り
、
政

権
選
択
選
挙
と
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
希
望
の

党
へ
の
合
流
に
際
し
て
、
「
踏

み
絵
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

安
全
保
障
、
憲
法
観
と
い
っ
た

主
要
政
策
と
一
致
し
な
い
民
進

党
の
立
候
補
予
定
者
は
「
排
除

す
る
」
と
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

民
進
党
議
員
か
ら
の
反
発
を
受

け
、
枝
野
幸
男
氏
を
代
表
と
す

る
「
立
憲
民
主
党
」
が
立
ち
上

が
り
、
分
裂
状
態
を
招
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
混
乱
に
よ
り
、

希
望
の
党
の
勢
い
は
急
激
に
失

速
し
、
立
憲
民
主
党
が
支
持
を

拡
大
し
て
い
っ
た
。
方
や
、
自

民
党
・
公
明
党
の
与
党
は
、
安

倍
一
強
政
治
の
批
判
か
ら
逃
れ

る
よ
う
に
、
堅
調
に
選
挙
戦
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

途
中
、
希
望
の
党
内
部
に
お
け

る
政
策
の
方
向
性
の
不
一
致
な

ど
、
ゴ
タ
ゴ
タ
が
取
り
沙
汰
さ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、十
分
な
論

争
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
さ

ら
に
は
、
非
常
に
強
い
勢
力
の

台
風
21
号
が
日
本
列
島
に
接
近

し
た
こ
と
も
影
響
し
、当
日
の

投
票
率
は
戦
後
２
番
目
に
低
い

推
定
53
・
68
％
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
開
票
の
結
果
、
自

公
両
党
が
３
１
３
議
席
で
全
議

席
の
３
分
の
２
を
占
め
る
一
方
、

野
党
は
立
憲
民
主
党
が
55
議
席
、

希
望
の
党
が
50
議
席
な
ど
、
低

調
に
終
わ
り
、
「
政
権
選
択
」

と
は
程
遠
い
状
況
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
国
会
議
員
懇

談
会
所
属
議
員
を
最
重
点
候
補
、

21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
を
重
点

候
補
と
し
て
取
り
組
み
、
そ
の

結
果
、
国
会
議
員
懇
談
会
で
事

務
局
長
を
務
め
る
小
川
淳
也
氏

（
香
川
１
区
）
を
は
じ
め
と
し

の
最
重
点
候
補
３
人
が
当
選
し
、

同
副
会
長
の
伴
野
豊
氏
（
愛
知

８
区
）
は
惜
敗
に
終
わ
っ
た
。

ま
た
、
重
点
候
補
の
21
世
紀
の

鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
所
属
議
員
24
人
の
う
ち
、
19

人
が
当
選
を
果
た
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
組
織
課
題
、

政
策
課
題
の
解
決
に
向
け
、
今

回
の
結
果
を
踏
ま
え
、
国
会
議

員
懇
談
会
お
よ
び
21
世
紀
の
鉄

道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
体
制
を
見
直
す
と
と
も
に
強

化
を
図
っ
て
い
く
。

　
９
月
28
日
の
解
散
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
10
月
22
日
に
投
開

票
を
迎
え
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
国
会
議
員
懇
談
会
所
属
議
員
４
人
を
最
重
点
候
補
、
21
世
紀
の
鉄
道

を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
24
人
を
重
点
候
補
と
し
て
取
り
組
み
、
あ
わ
せ
て
22
人
が

見
事
に
当
選
を
果
た
し
た
。

第48回衆議院議員選挙結果を踏まえてのＪＲ連合コメント

２０１７年１０月２４日
日本鉄道労働組合連合会

（ＪＲ連合）

　10月22日に投開票が行われた第48回衆議院議員選挙において、ご支援ご尽力
いただいた組合員や家族の皆さまに御礼申し上げる。また、推薦候補の必勝に
向けて献身的に奮闘されたすべての関係者に対しても心から感謝を申し上げる。

　今選挙の結果、自民党・公明党は313議席となり、改憲発議に必要な定数465
の３分の２を確保し、また、自民党は284議席を獲得し、国会運営を主導できる
絶対安定数を単独で確保した。一方、野党においては、民進党が事実上解党と
なり、希望の党が50議席に留まる中、立憲民主党が55議席と議席を拡大した。
また、無所属での立候補者も多数おり、無所属の議席を増やした結果となった。
　国会・国民軽視を続けてきた安倍一強政治の継続に是非を問う選挙ではあっ
たが、選挙直前の野党再編などの混乱の中で、政権交代可能な政治体制づくり
を十分構築できなかったことや、政策論議が置き去りにされたことは極めて遺
憾である。
　衆議院選挙では初めての18歳からの選挙権年齢引き下げの適用であったもの
の、野党における混沌とした状況もあり、さらに、悪天候の影響もあり投票率
は推定53.68％と戦後２番目の低水準となった。政治への関心が高まらず投票行
動に繋がっていない状況については、今一度、国民一人ひとりが、厳粛に受け
止めるべきである。

　ＪＲ連合は、各単組からの推薦にもとづき、連合の方針、およびＪＲ連合の
掲げる運動理念、諸政策に賛同する候補者122名を推薦し、候補者の当選に向け
た取り組みを展開してきた。とりわけ、ＪＲ連合国会議員懇談会の副会長の伴
野豊氏（愛知８区）、同事務局長の小川淳也氏（香川１区）、同幹事の岸本周
平氏（和歌山１区）、泉健太氏（京都３区）の４名を最重点候補に、また「21
世紀の鉄道を考える議員フォーラム」に所属する候補者を重点候補に指定し、
各単組の最大限の支援により選挙戦を闘い抜いた。その結果、議員懇談会およ
び議員フォーラム所属の候補者22名の当選を果たすことができた。ＪＲ連合推
薦候補者としては122名中、63名が当選した。しかし、最重点候補の一人である
伴野豊氏をはじめ、複数の重点候補者については、誠に残念ながら当選を果た
すことができなかった。
　選挙結果を真摯に受け止めるとともに、政治活動の意義の浸透やさらなる政
治への参画意識の醸成などについて、引き続き組織内において議論を深めてい
くこととする。

　労働法制、社会保障、消費増税、憲法改正など国民・働く者の生活に直結す
るような課題が山積している中、国会で我々の声を代弁する政治勢力との連携
は必要不可欠である。連合が目指す政権交代可能な二大政党制の構築に向けて、
　また、あるべき民主主義の実現には健全な野党勢力が求められている。
ＪＲ連合は、国政の場において、国民に対して真に筋を通す政治と、将来を見
据えた真っ当な政策論議が行われるように、今後の政界の動向を注視しつつ、
議員懇談会および議員フォーラムの体制を見直すとともに体制強化を図ってい
く。そして、引き続きＪＲ連合が抱える組織課題、政策課題の解決に向けて取
り組んでいくこととする。

以上

フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
等
推
薦
候
補

63
人
が
当
選
果
た
す

れ
る
と
さ
ら
に
下
降
線

を
辿
り
、当
初
の
政
権

選
択
選
挙
と
な
る
目
論

見
か
ら
は
全
く
別
の
様

相
を
呈
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
憲

法
改
正
」
や
「
消
費
税

増
税
」、「
原
発
施
策
」な

ど
の
重
要
な
課
題
が
あ
っ

て
、
同
幹
事
の
岸
本
周

平
氏
（
和
歌
山
１
区
）
、

泉
健
太
氏（
京
都
３
区
）

［最重点候補の選挙結果］
氏　名 結　果 選挙区 得票数

小川　淳也 当　選（比） 香川1区 79,383
（△2,183）

岸本　周平 当　選 和歌山1区 72,517
（＋15,406）

泉　　健太 当　選 京都3区 63,013
（＋6,479）

伴野　　豊 惜　敗 愛知8区 106,625
（△1,852）

※得票数（　）は、上位との差

第48回衆議院議員総選挙
ＪＲ連合の政策課題解決にむけて連携強化

議員懇は、小川淳也氏、岸本周平氏、泉健太氏が当選

第48回衆議院議員総選挙
ＪＲ連合の政策課題解決にむけて連携強化

議員懇は、小川淳也氏、岸本周平氏、泉健太氏が当選
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私
は
こ
れ
ま
で
、
本
部
青
年
女
性
会
議

議
長
を
２
０
０
９
年
か
ら
２
年
間
、
香
川

支
部
書
記
長
を
２
０
１
２
年
か
ら
５
年
間

務
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
９
月
か
ら

は
香
川
支
部
執
行
委
員
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
香
川
県
交
運
労
協
に
お
い
て

も
、
２
０
１
５
年
か
ら
事
務
局
長
を
務
め

て
い
ま
す
。
現
在
、
職
場
の
諸
問
題
か
ら

各
種
共
済
、
労
働
金
庫
等
の
相
互
扶
助
活

動
ま
で
、
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
べ
く

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が
役
員
を
務
め
て
い
る
間
、
支
部
や

各
分
会
に
お
い
て
は
、
５
年
前
の
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
第
31
回
定
期
大
会
で
掲
げ
た
ス
ロ
ー

ガ
ン『
改
革
、継
承
、そ
し
て
未
来
へ
！
！
』

を
実
直
に
遂
行
し
た
結
果
、
本
部
方
針
の

と
お
り
大
幅
に
役
員
の
世
代
交
代
が
進
み

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
鉄
改
革
を
経
験
さ

れ
た
諸
先
輩
方
か
ら
語
り
継
が
れ
た
「
二

度
と
雇
用
不
安
を
起
こ
さ
な
い
」
と
の
理

念
を
継
承
し
伝
え
る
役
割
を
果
た
す
と
と

も
に
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
高
速
道
路

千
円
施
策
で
大
幅
に
収
入
が
落
ち
込
み
将

来
に
希
望
が
持
て
な
い
時
期
に
、
Ｊ
Ｒ
連

合
を
中
心
に
各
単
組
と
関
係
議
員
が
一
丸

と
な
っ
て
署
名
活
動
や
意
見
書
採
択
を
行
っ

た
こ
と
で
、
民
主
党
政
権
時
代
に
経
営
支

援
策
が
決
ま
り
、
新
型
特
急
列
車
や
観
光

列
車
の
導
入
な
ど
『
目
に
見
え
た
運
動
と

成
果
』
が
現
れ
た
経
験
を
伝
え
て
い
く
役

割
も
、
私
た
ち
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
の
支
援
策
が
終
了
す
る
２
０
２

０
年
度
以
降
に
は
再
び
厳
し
い
局
面
が
待

ち
受
け
て
い
ま
す
が
、
香
川
支
部
を
代
表

す
る
立
場
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
世
代
が
先
頭
に

立
っ
て
「
組
合
員
の
声
を
形
に
変
え
る
」

運
動
を
展
開
で
き
る
組
織
力
と
、
組
合
員

が
問
題
点
を
共
有
で
き
る
協
力
体
制
の
構

築
に
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

各単組から参加した女性役員間で、ネットワークの広がりを確認
し合った

　
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は

浦
和
電
車
区
事
件
発
生
以
降
、

一
貫
し
て
「
不
当
弾
圧
、
え
ん

罪
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る

が
、
刑
事
裁
判
で
も
民
事
裁
判

に
お
い
て
も
そ
の
訴
え
は
す
べ

て
棄
却
さ
れ
て
き
た
。
裁
判
所

も
認
定
し
た
よ
う
に
、
組
合
員

を
守
る
べ
き
労
働
組
合
が
、
仲

間
で
あ
る
組
合
員
を
脱
退
、
退

職
に
追
い
込
む
な
ど
と
い
う
行

為
が
あ
っ
た
事
実
関
係
は
明
ら

か
で
あ
り
、
決
し
て
「
え
ん

罪
」
な
ど
で
は
な
く
犯
罪
行
為

で
あ
り
、
労
働
組
合
と
し
て
も

人
と
し
て
も
許
さ
れ
る
行
為
で

は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ｊ
Ｒ
総
連
は
今

年
６
月
に
開
催
し
た
第
33
回
定

期
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
ひ
と

つ
に
「
あ
ら
ゆ
る
テ
ロ
と
戦
争

政
策
に
反
対
し
、
た
し
ろ
か
お

る
・
美
世
志
会
と
共
に
つ
く
り

だ
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
礎

に
議
員
懇
と
固
く
連
帯
し
、
Ｊ

Ｒ
総
連
運
動
を
さ
ら
に
前
進
さ

せ
よ
う
」
を
掲
げ
て
い
る
。
同

大
会
の
議
案
書
で
は
、
運
動
の

具
体
策
と
し
て
、
「
え
ん
罪
・

Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
を
風
化

さ
せ
ず
、
平
和
運
動
を
は
じ
め

と
す
る
あ
た
り
前
の
労
働
運
動

を
推
し
進
め
Ｊ
Ｒ
総
連
運
動

を
進
め
て
い
く
」
と
あ
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
も
同
月
開

催
の
第
34
回
定
期
大
会
の
議
案

書
の
中
で
、
Ｊ
Ｒ
総
連
と
同
様

の
方
針
を
掲
げ
、青
年
部
と
と

も
に
「
え
ん
罪
・
Ｊ
Ｒ
浦
和
電

車
区
事
件
を
風
化
さ
せ
ず
、
あ

ら
ゆ
る
戦
争
政
策
反
対
・
脱
原

発
社
会
の
実
現
に
向
け
た
集
会

（
10
月
30
日
）
を
開
催
す
る
」

と
謳
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
東
京
地
本
の
機

関
紙
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
東
京
」
３

６
３
号
（
９
月
１
日
付
）
に
お

い
て
、
「
８
・
30
美
世
志
会
へ

の
懲
戒
処
分
か
ら
10
年
～
国
家

に
し
か
で
き
な
い
犯
罪
～
戦
争

と
え
ん
罪
許
さ
ず
平
和
憲
法
を

守
る
大
集
会
」
に
関
す
る
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
８
月
30
日
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
東
京
地
本
品
川
支

部
は
同
集
会
を
開
催
し
、
若
手

組
合
員
を
中
心
に
92
人
が
参
加
。

今
年
で
「
Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事

件
」
か
ら
15
年
、
美
世
志
会
の

６
名
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
が
懲

戒
解
雇
処
分
を
下
し
て
か
ら
10

年
が
経
過
し
、
当
時
を
知
ら
な

い
若
手
組
合
員
が
増
え
て
い
く

中
で
「
『
え
ん
罪
・
Ｊ
Ｒ
浦
和

電
車
区
事
件
』
の
本
質
を
捉
え

返
し
、
私
た
ち
の
身
近
で
起
き

た
組
織
破
壊
・
え
ん
罪
事
件
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
」
と
し
て

開
催
し
た
模
様
。
集
会
で
は
、

美
世
志
会
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り

が
「
た
た
か
い
の
報
告
」
と
し

て
、
公
安
警
察
が
犯
罪
事
実
を

で
っ
ち
上
げ
、
真
実
を
ね
じ
曲

げ
て
え
ん
罪
事
件
を
つ
く
っ
た
、

さ
ら
に
は
社
員
を
守
ら
な
い
会

社
の
冷
酷
さ
を
訴
え
た
模
様
。

さ
ら
に
、
参
加
者
ら
の
感
想
も

紹
介
さ
れ
、
「
こ
れ
ま
で
半
信

半
疑
だ
っ
た
が
本
人
か
ら
話
を

聞
け
て
良
か
っ
た
。
職
場
で
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
参

加
し
た
若
手
組
合
員
の
声
も
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
浦
和
電
車
区
事

件
の
被
告
ら
に
よ
っ
て
事
件
を

知
ら
な
い
若
い
世
代
の
組
合
員

に
誤
っ
た
事
実
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　

浦
和
電
車
区
事
件
に
お
い
て

明
ら
か
に
な
っ
た
組
合
員
に
対

す
る
積
極
攻
撃
型
組
織
防
衛
は

明
ら
か
に
革
マ
ル
派
の
手
法
で

あ
る
。
自
ら
は
革
マ
ル
で
は
な

い
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
美
世

志
会
の
被
告
ら
本
人
は
も
と
よ

り
、
Ｊ
Ｒ
総
連
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
東

労
組
は
、
浦
和
電
車
区
事
件
を

真
摯
に
反
省
し
、
「
え
ん
罪
・

Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
を
風
化

さ
せ
ず
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

や
運
動
方
針
を
今
す
ぐ
撤
回
し
、

見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
ぜ
ひ
と

も
30
年
検
証
運
動
に
お
い
て
、

浦
和
電
車
区
事
件
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
反
省
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
だ
。

みんなで暮らしをガード
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10
月
20
日
、
２
０
１
７
連
合

中
央
女
性
集
会
に
Ｊ
Ｒ
連
合
各

単
組
の
本
部
・
青
年
女
性
委
員

会
か
ら
女
性
役
員
９
人
が
参
加

し
た
。

　

連
合
女
性
集
会
は
、
「
切
り

拓
こ
う
！
み
ん
な
が
主
役
の
男

女
平
等
参
画
社
会
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
総
勢
８
０
０
人
が
参

加
し
た
。
職
場
に
お
け
る
男
女

間
格
差
の
是
正
や
、
「
男
性
型

の
長
時
間
労
働
」
に
代
表
さ
れ

る
雇
用
慣
習
の
見
直
し
、
労
組

役
員
や
機
関
会
議
代
議
員
の
女

性
参
画
率
30
％
達
成
な
ど
を
目

指
す
な
ど
と
、
集
会
ア
ピ
ー
ル

を
確
認
し
た
。

　

シ
カ
ゴ
大
学
の
山
口
一
男
教

授
が
「
雇
用
に
お
け
る
男
女
不

平
等
と
そ
の
原
因
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
基
調
講
演
を
行
っ

た
。
日
本
の
女
性
管
理
職
割
合

の
低
さ
を
指
摘
し
、
政
府
の

「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
は
、

「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
は

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
生

産
性
に
結
び
つ
か
な
い
」
と
批

判
し
た
。

　

ま
た
、
連
合
第
４
次
男
女
平

等
参
画
推
進
計
画
の
モ
デ
ル
組

織
で
あ
る
全
国
ユ
ニ
オ
ン
が
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
も
対
象

と
す
る
女
性
委
員
会
の
活
動
を

報
告
す
る
な
ど
、
理
解
を
訴
え

た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
は
、
相
原
康
伸
連
合
事

務
局
長
、
三
浦
ま
り
上
智
大
学

教
授
、
山
口
一
男
シ
カ
ゴ
大
学

教
授
、
厚
生
労
働
省
の
成
田
裕

紀
大
臣
官
房
審
議
官
が
参
加
し
、

「
男
女
平
等
参
画
と
女
性
の
確

約
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し

た
。

　

集
会
終
了
後
に
は
、
第
５
回

と
な
る
Ｊ
Ｒ
連
合
女
性
役
員
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、
各
単
組

で
の
男
女
平
等
参
画
推
進
の
取

り
組
み
や
、
各
種
制
度
の
改
善

状
況
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し

合
っ
た
。
女
性
組
合
員
と
の
意

見
交
換
の
場
に
つ
い
て
、
単
組

ご
と
に
参
加
し
や
す
い
内
容
に

す
る
工
夫
を
紹
介
し
、
お
互
い

納
得
し
あ
う
と
と
も
に
、
今
後

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
声
が

あ
が
っ
た
。

　

今
回
５
回
目
と
な
る
女
性
役

員
意
見
交
換
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
築
か
れ
て
き
た
女
性
役
員

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
さ
ら
に

広
が
り
を
見
せ
る
と
と
も
に
、

結
び
つ
き
が
よ
り
強
く
な
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
。

　
Ｊ
Ｒ
各
単
組
は
、
10
月
31
日

ま
で
に
会
社
に
対
し
、
年
末
手

当
の
支
払
い
に
関
す
る
要
求
書

を
提
出
し
た
。
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組

は
春
闘
時
に
妥
結
済
み
）

　
Ｊ
Ｒ
各
社
の
経
営
状
況
は
、

九
州
北
部
豪
雨
や
台
風
等
に
よ

る
自
然
災
害
の
影
響
は
あ
る
も

の
の
、
イ
ン
バ
ン
ウ
ン
ド
需
要

の
増
加
な
ど
に
よ
り
堅
調
に
推

移
し
て
お
り
、
今
後
、
経
営
を

支
え
る
組
合
員
の
奮
闘
に
応
え

る
べ
く
、
満
額
獲
得
を
求
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

な
お
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組
の
要
求

内
容
は
、
下
表
の
と
お
り
。

特　集
い
ま
だ
に
「
え
ん
罪
・
Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
」
と
叫
ぶ

異
常
な
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組

民
主
化
闘
争 

23

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
香
川
支
部

執
行
委
員
長

  

中 

野　
圭 

司

役員紹介

Ｊ
Ｒ
６
単
組

年
末
手
当
の
支
払
い
に
関
す
る
要
求
書
を
提
出

２０１７連合中央女性集会
第５回ＪＲ連合女性役員意見交換会

男女平等参画への思いを共有し
組織の活力へ

2017年「年末手当」要求及び妥結状況表（10月31日現在）

単組名
２０１７年 ２０１６年

要求日 要求内容 要求日 要求内容 妥結日 妥結内容

ＪＲ北労組 10／30 2.5ヶ月
12／14支払 10／31 2.4ヶ月

12／14支払 11／25 1.98ヶ月
12／14支払

JREユニオン 10／23 3.29ヶ月
12／4支払 10／26 3.4ヶ月

12／2支払 11／17 3.18ヶ月
12／5支払

JR東海ユニオン 10／11 3.1ヶ月
12／11支払 10／12 3.1ヶ月

12／10支払 11／9 3.0ヶ月
12／9支払

JR西労組 2／7
（年5.44ヶ月）

2.72ヶ月　12／8支払
3／15 妥結済

2／8 年5.7ヶ月 3／16
（年5.48ヶ月）

2.74ヶ月
12／9支払

JR四国労組 10／17
2.3ヶ月

（55歳以上＋3万円）
12／8支払

10／18
2.3ヶ月

（55歳以上＋3万円）
12／7支払

11／22 1.88ヶ月
12／7支払

JR九州労組 9／29
3.0ヶ月

12／8支払
55歳以上の加算措置

9／21
3.0ヶ月

12／9支払
55歳以上の加算措置

11／22 2.49ヶ月
12／9支払

貨物鉄産労 2／14
2.9ヶ月

（年4.5ヶ月以上で夏1.6
ヶ月支給との差分）

2／13
2.5ヶ月

（年4ヶ月で夏1.5ヶ月
支給との差分）

11／30 1.5ヶ月
12／9支払

ＪＲ連合

実際に職場で行われた真実を
伝える「奪われたハンドル」

Ｊ
Ｒ
連
合
Ｈ
Ｐ
の
浦

和
電
車
区
事
件
へ

リ
ン
ク


